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1. 急冷薄帯 Nd-Fe-B永久磁石の熟磁気余効
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一 般 に､ 強 磁 性 体 を着 放 し た際､ 磁 化 は磁 場 変 化 に即 応 せ ず､ 時

間 的 遅延 を伴 う｡ 又､ 著 磁 後 の磁 化 の 大 き さ は経 年 変 化 を示 す こ と

が あ る｡ この よ うな 現 象 を磁 気 余 効 と い い､ 特 に永 久 磁 石 を 使 っ た

砲 気 回路 設 計 で は 重 要 な 役.割 を は たす｡ さ て､ 現 在､ 最 高 の 保 磁 力

とエ ネル ギ ー 積 を 持 つ永 久 磁 石 は､ N d - F e- B磁 石 で あ る｡ こ

の 磁 石 は 焼 結 法 や メ ル トス ピ ニ ング 法 に よ り 作 成 され て い る｡ しか

し､ この 磁 石 の 磁 気 余 効 とそ の 発 生 機 構 につ い て の 研 究 は少 な く､

応 用 上問 題 とな っ て い る｡ 本 研 究 は､ メ ル トス ピニ ング 法 で 作 成 し

た急 冷薄 帯 N′d 12.4Feel.6B 6.0永 久 磁 石 の 磁 気 余 効､ 特 に 熱 磁 気

余 効 に関 す る も の で あ る｡

一 定外 部 磁 場 下 で N d F eB磁 石 の 磁 化 の 塩 度 変 化 を 測 定 す る と､
強 磁 性キ ュ リー 浪 度 (r =̀598K ) よ り数 十 度 下 の 塩 度 で 磁 化 が 短

大 とな っ た｡ こ の 海 度 を T,とす る と､ (1) T,は 印 加 磁 場 の 増 加

に よ り低 塩 側 に移 動 し､ (2 ) ㍗ .以 下 で は 磁 化 に熱 履 歴 が 存 在 し非

可 逆 的 な 塩 度 変 化 を示 す､ こ とが 判 っ た｡ こ の現 象 の 磁 化 機 構 を 調

べ る ため に､ 鴇 度 と磁 場 を 一 定 に し､ 試 料 振 動 型 磁 力 計 を用 い て 次

の よ うな 手 順 で 磁 気 余 効 測 定 を行 っ た｡ まず､ 消 磁.し た N d F eB

粉 末 試料 に一 定 外 部 磁 場 Heを 印 加 し､ 室 塩 か ら lK / 分 の 昇 泣 速 度

で 磁 気余.効 測 定 粗 度 Taまで 上 昇 させ､ そ の 後､ 浪 度 T.で 磁 化 の 時

間 変 化 を 4時 間 測 定 した｡ 続 い て､ 同 様 の 降 温 速 度 で 室 治 まで 試 料

を 冷 却 し､ 重 塩 で 磁 気 ヒ ス テ リシ ス環 線 の測 定 を 行 っ た｡ こ の 測 定

を､ T.と H.を 変 化 させ て行 っ た｡ そ の 結 果､ (1)故 買 余 効 量 を

A M､ 時 間 を tと･す る と､ A Mは､ coAS i. + S Iog (t)
と蓑 記 さ れ る こ と､ (2 )傾 き Sは 室 泡 か ら キ ュ リー 湿 度 まで の 間

に 2つの 転 大 を 持 つこ と､ (3 ) しか し､ T.>Tcで は､ TJの 増 加

と共 に増 大 す る こ と､ な どが 判 っ た｡ こ れ ら を基 に､ 傾 き Sの H ,-

T.マ ップ を 作 っ た｡

塩 度領 域 T.>T.に お け る Sの 高 塩 側 転 大 は､ 一 軸 磁 気 異 方 性

粒 子 に関 す る ネ ー ル の熱 磁 気 余 効 模 型 に よ っ て説 明 で き る｡ しか し､

低 海 側転 大 は H.-こ依 存 しな いの で､ 磁 石 中 に含 有 さ れ る 不 純 物 の拡
散 磁 気余 効 と考 え られ る｡ 一 方､ 治 度 領 域 TC< T. で Sが 存 在 す

る こ とは､ 熱 振 動 に よ る鉄 原 子 の 磁 気 モ ー メ ン トの ク ラ ス タ ー 成 長､

或 い は､ γ ｡の 分 布 の ため に生 じ る もの と考 え られ る｡
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